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甲

本研究の目的は、妊娠前および妊娠中の母体の身体活動量と、1歳児の睡眠および発達の問題との関連
を調査することである。
2011年から2014年の間に103,062人の妊婦をリクルートした、全国出生コホート研究のエコチル調査の
データを利用した。参加者は妊娠前および妊娠中の身体活動量および児が1歳となった際の睡眠や発達
について回答した。母体の身体活動は国際標準化身体活動質問票（IPAQ）を使用して、1週間あたりの
身体活動量（METs・分）を推定した。これに基づき、妊娠前および妊娠中の身体活動量によって参加
者を5つのグループに分けた。児の発達は、年齢と発達段階に関する問診票（ASQ）を用い、カットオ
フを下回る場合を発達の異常と定義した。
身体活動量が多い群では、児の就寝時刻が22時以降であること、およびASQの異常のリスク比が有意に
低かった。これは妊娠前および妊娠中のいずれの身体活動量でグループ分けした場合でも認められ
た。
妊娠前と妊娠中のいずれにおいても、母体の身体活動量が多い群では、児の睡眠や発達の問題のリス
ク比が低い可能性が示唆された。
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